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本学におけるチュートリアルシステムの実施状況

高 屋 憲 一
富 山 医科薬科大学解剖 学第 2 教室

チュー ト リ ア ル ま た は チュ ー ト リ ア ル シ ス テ ム と

は 欧米 では い く つ かの 大学 で従 来か ら 行わ れ てい る

もの で， 一 人の チュ ータが 数人の 小 グルー プ学生 を

対象 と し て主 に 討論 と 個 人的 な指導に よ り 教育 を 行
う シ ス テ ム であ る 。 わ が 国 で は 1990年 よ り 東京女子
医 大 で医学教育 に 導 入 さ れ た 。 こ れは ， カ ナ ダの マ

ク ・ マ ス タ ー大学で 1969年の開 校以来， ま た アメ リ
カ 合衆 国の Harvard Medical School で1 987年 よ

り 導入 さ れ た 方法 を参 考 に し て ， 6 年 聞の準 備期聞
の 後， 医学教育改善の ための「MD プ ロ グ ラム」 の
一 部 と し て 始め ら れ た もの であ る 。 東京女子 医 大 で
は この シ ス テ ム を 行 っ た 最初の 学年が 今年 4 月 か ら
5 年生 と な る は ず であ る 。 筆者 は 1992年 9 月 に 東京

女子 医大で行 わ れ た 第 1 2回 国 内 医科大学視察 と 討論
の 会 に出 席 し情報 を 得た 上 で， 本学に この シ ス テ ム
を紹介 し ， 本学医学部の 各教室 に ア ン ケー ト を 行 っ
て ， 表 1 の 様 な 回 答 を 得 た 。

東京女子医 大 で行わ れ て い る 1992年 当 時の計 画 を

み る と ， その 目 的 は 医師競合時代 を 迎 え て ， 単 に 与
え ら れ た こ と を 受動 的 に 吸収す る だけ でな く ， 積極
的 な 思考 力 や 態 度 を 身 に つ け た 医師 を養成 す る 必要

に 迫 ら れ た もの と 考 え ら れ る 。
東京女子 医大の シ ス テ ムの 主 な 特徴 と し て 次の様

な 点が挙 げ、 ら れ る 。

1 ) 1 学 年か ら 4 学年 ま で， 一般教育 ， 基礎 ， 臨床

の すべ ての 課題 でチ ュ ー ト リ ア ル シ ス テ ム を 行

な い， 5 ・ 6 学年 は 病 院実 習 を 行 う 。
2 ）普 通の従 来の 教科 と は 別 に ， チュ ー ト リ ア ル用

の 独 自の 自 己開 発 カ リ キュ ラ ム を 作成す る 。
3 ） 与 え ら れ る 課題は一 般教育， 基礎 ， 臨床の 学科

の 一部 で あ る。
4 ） 週 2 回， 午 前 と午 後で， 午 前 は チ ュ ー タ が配属

さ れ， 指導 と言 う よ り も批評や指示 を 与 え る 。
午 後は 自 習の 時間 と な る 。

5 ) 16の 部屋 そ れ ぞれ に ， 5 ～ 6 人の 学生 と 1 人の
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チュ ー タ を 配属 し ， 問題解決 型の 自 己学習 を 行
な わせ る 。

6 ） 部屋は 小教 室 で， 電子 白板 （書 か れ た もの が消
す 前 に プ リ ン ト き れ る よう に な っ てい る ）， シ
ャ ウ カ ス テ ン ・ ビテ、、 オ カ セ ッ ト ・ ス ラ イ ド プ ロ

ジ ェ ク タ ー ・ 参 考書の 入 っ た 書棚等 が備 え ら れ
て い る 。

7 ) 1 年 間 に 200人 と い う 多数の チュ ー タ が必要 で、 あ

る 。 原則 と し て助教授， 講師， 助手が担当 す る 。
こ れ らの シ ス テ ムの紹介の 後， 本学の 各講座に
ア ン ケー ト を 行 っ た 結果は 表 1 のご と く であ る 。

表 l 富 山 医科薬科大学医学部の チュ ー ト
リ ア ル シ ステ ム に 対す る ア ン ケー ト

の 結果 （ 平成 5 年 5 月 27 日 ）。 個 々の
意 見 は0 で示す。

( 1 )  学生 を 小 グルー プ に 分 け て 問題解決 型 自 己
学習 を さ せ る こ と に つ い て 。
今度， 導 入の 方 向 で検討すべ き であ る 。

（ 約60% )
0 す でに 実 習等 で実施 し て い る 。
0 で き る 講座か ら 実施 し て い く 。

(2) カ リ キュ ラ ム 改訂の 今後の 方向 に つ い て 。
講義時間 を 減 ら し て ， 自己 学習の 時 間 を と
れ る よ う に す る 。 （ 約45% )

0 自 己学 習 に 限 ら ず 少 人数教育 を 増や し た
ほ う が良 い 。
0 基礎教育 と し て は 基本 的 に は現行通 り で

よ い。
0 臨床の 教育 に 入 る 前に ， この よ う な 思考

の ト レーニ ン グ を 行 え ば良 い 。
0 講義 時 間 を 減 ら すの は 無理であ る 。

(3) 学生に よ る 発表や討論が どの程度行 わ れ て
い る か。
臨床講義に お い ての 発表。
臨床実習 に お け る 受持 ち 症例の 発表。
臨床実習 に お け る セ ミ ナー での 発表。
解剖 実習所 見検討。
生理学実習。
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講義の 時， 学 生 に 頻繁 に 質問 し て， 回 答 さ
せ る 。
実習 レポー ト 。
具体的 な 方法 。
o小 グルー プ で各 テ ー マごと に 実習結果 に

つ い て OHP を 使 い ， 発表 さ せ る 。
0 実習 は 全 て チ ュー夕 方 式 で行 っ て い る 。
OCPC で実施 し て い る 。
o presentation は 学 生 に き せ る が ， 後の

background 等 は教官 が行 う 。
0講義の 一部 で decision practice を 試 み

た り ， 英語の 文献 を指名 者 に 発表 き せ る 。
(4) 今後の 自己学習の 導入 に つ い て 。

5 年次 に 試行 し て み る 。 ( 45% ) 
o一般教育 ， 基礎 医学に も 試み る 。
o 各講座単位で担当科 目 に つ い て 試行す る 。

0 学生 を興味 を持 つ テー マごと に 各教室に
配属 し ， その 報告 会 を 行 う 。

(5) 指導教官の 強化に つ い て 。
各講座 ・ 科 目 で対応す る 。 ( 50% ) 

(6) 問題解決 型 自己学習 あ る い は 学生の 学 習 意
欲 を 高め る 方法 に つ い ての 意見。
0 患者の 状態 を ビ デオ で見せ て ， 考 え さ せ，

討論す る 。
0 2 学年上と 同 時 に 教育 す る 。
oチュー ト リ ア ルの 試行の 計画段階か ら学

生 を参 加 さ せ る 。
0暗 記重視の育 ち 方 を し て い る 学生 に 自己

学習の思 考 力 を養 う た め に は ， 1 年生か
ら 導入 す る こと が大切。

0 知 識伝授 型の授業か ら ロー ル プ レ イ をと
り い れ た参 加型授業の 試み が必要 。

(7) 臨床実習の 指導教官 は。
教授， 助教授， 講師， 助 手。

(8) 臨床実習の 日 数。
現行の ま ま で よ い 。 ( 57% ) 

(9) 月曜 日 も臨床実習 に あ て る 場合， 臨床講義
は あ る 程度削減 し て も 良 い 。

(10) 臨床実習期 間 中の 学生の 発表 ・ 討論の機会
を 増やす こと に つ い て 。

現行で よ い 。 ( 57% ) 
今後増やす予定 。 (36% ) 

表 1 に 示す よ う に 導入 に 向 け て 準備す る 必要 が示
唆 き れて お り ， さ ら に す でに個々の 教室 で試 み が な

き れて い る こと が 明 ら かと な っ た 。 こ れ らの 意 見 を

参 考と し て い く つ かの案 を 作成 し ， 本学医学部 5 年
生 全体 を 対 象 に small group teac hing と し て ， 倉
知教授が中心と な っ て 統合講義 （ 平成 5 年 9 月 24 日
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と 10 月 18 日 ） を 行 っ た 。
テ キ ス ト ： Principles of Neurology, R. D. Adams, 

McGraw-Hill, 1 993 Part II CARDI­
NAL MANIFESTATIONS OF NEU­

ROLOGIC DISEASE C hapter 3-22 ま
で約350ページ

1 )  BST の 20組 （ 1 組 4 ～ 5 人 ） に分 担 し て 学 習 し ，

各 グルー プの 代表 1 名 か， 各メ ンバー が少 し づ
っ 分 け て 発 表す る 。 グルー プ毎 に 司 会 を 1 名 た

て る 。
2 ） 要 旨 を B 4 1枚以内 に まと め て ， 発表前 に 各学

生 に 配 る （ 印刷 は 教室が行 っ た ） 。

3 ） 発表時 間 は 1 グルー プ20分， 討論 5分， 合計 25

分 。
4 ） 発表に は プ ロジェ ク ター ス ラ イ ド が使用 で き た

（ ス ラ イ ド 作 製 は 教室が行 っ た ） 。
こ れ らの 発表の 後， ア ン ケー ト を 取っ たと ころ ，

表 2 の 結果が得 ら れ た 。

表 2 統合講義 （ 平成 5 年 9 月 24 日と 10月
18 日 ） に つ い ての ア ンケー ト の 結果

（数字 は 意見 を 示 し た 人数 ） 。

( 1 )  テ キ ス ト （ Principles of Neurology ） に つ
い て 。
適切 （ 17 ) 普 通（ 49 ) 不適切 （ 10 )

( 2 )  「 自 己学習一 発表」 と い う 方法 に つ い て 。
有意義（ 33 ) 普 通（ 46 ) 意義乏 し い （ 4 ) 

(3) 発表時間 に つ い て 。
適 当 （ 59 ) 短 す ぎ る （ 17 ) 長す ぎ る （ 7 ) 

ま た 来年度の た めの案と し て は ， 表 3 の 意見があ
っ た。

表 3 次年度の た めの案 に つ い ての ア ン ケ
ー ト の 結果 （ 数 字 は 意見 を 示 し た 人
数 ） 。

( 1 ) テ キ ス ト に つ い て 。
こ れ で よ い （ 18 ) 少 し 易 し い もの ( 10 )

(2) 方法 に つ い て 。
こ れ で よ い （ 33 ) 好 き な 題 を 選択 （ 1 ) 

(3) 時期と 時間 に つ い て
前期 に （ 18) BST 開始前 に （ 26 )

分 け て （ 15 )
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(4 )  そ の他。
少 し 時 間 を 長 ＜＇ 25分位（ 8 ) 
教 官が補 足 （ 2 ) 

こ れ ま で経 験や 情報 を 得 る こ と の 出 来 た small

group teaching は， 東京女子医大 （ 視 察） と Harvard

Medical School （ ビデオ ） では課題は 一般教育， 基

礎， 臨床 を 中心 と し て お り ， 筆者が参加す る こと の

出来たUniversity of New York at Stony Brook 

では， 1 時 間 の 講義の後， 各10人の グルー プ に 分か

れ， 講義の 内 容 に つ い て討論す る 。 チ ュ ー タ は 2 名

お り ， l人 は 臨床の教 官で 1 人 は 一般教育 の教 官で

あ り ， 講義の 内 容 は 一般 的 な 題 で こ の と き は 公衆衛

生 に 関す る も の で あ っ た 。

こ れ ら の 経 験を 参考 と し て い く つ か の将来の計画

の案 を 作成 し た 。

1 ） 医学英語 （ 倉知教授 ）

平成 5 年度の統合講義の経 験に 基づ き ， 5 ～ 

6 人の EST の グルー プ に テ キ ス ト を 神経学の

診断学の よ り 平易 な も の と し て ， 英語で発表 ・

討論 を す る 。 テ キ ス ト の 読み方， メモの と り か

た ， 抄録の作 り 方， 発表原稿の英語の チェック ，

発表の 仕方等 を 指導す る 。 英語の 堪能 な 専 門 の

教授の 参加 を 願い， 指導 を 受 け る 。 で き れば非

常勤講 師と し て 英語の native speakers も 参加

し て ， 英語の指導 を 依頼し た い 。 学生は ア ン ケ

ー ト を と り ， 出 席 に 代える 。 最後の 回 は 関心 を
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も た れ る 教 官に よ る ， 授業の成果の判 定 を 願い，

この方法の継続 を 検討す る 参考 と す る 。 き ら に

臨床の実地の英語 を シ ミ ュレーシ ョ ン に よ り 修

得す る 。

2 ） 医学概論 と 良 〈 似 た 形 式 で， 題は よ り 教科の学

習 に 近 い も の を 選 ぴ， 初 め に 1 時間ほ ど講師に

講義 を 願い， そ の後10人ずつの組に分かれ， そ

の題に つ い て 自 由 に 討論す る 。 チ ュ ー タ と し て

一般教育 ・ 基礎 よ り 1 人と 社会医学 ・ 臨床 よ り

1 人の 計 2 人が参加 し ， 批評， 助 言を 行う 。

3 ） 基礎配属

l 年生か ら 4 年生 の 間 に 4 ～ 5 人ずつ の教室

配属 を す る 。 少人数 の そ の教科特有 な 内 容 の 講

義， 研究への参加等 を 行う 。 一般教育や臨床の

教室へ も 配属す る 。

4 ） 臨床講座 で の 少 人数の講義や症例検討， 討論の

機会 を 多 く す る 。

5 ） 学習棟の 建設。 次の ょっな 設備 を 備 え て い る こ

と が望 ま し い 。

0個人用 の学習 机と 書 棚

0数人の学生が討論で き る 部屋

o顕微鏡や 資料が容易 に 借り 出せ る 。

0 時 間 外 に 使用 可能 （ 1 7  : 00～ 23 : 00 ま で） 。

0 自 由 に 使用 可能 な視聴覚機器。

0パー ソ ナ ル コ ン ビュー タ 一 。

今後 さ ら に検討 し て ， 実 行可能 な と こ ろ か ら

改善 を 進め て い く こ と が望 ま し い 。


